
等学校②
高
今，自分たちにできること



高等学校①（「性的指向・性自認」と社会の変化）の学習後に，本授業は実施してください。


ねらい
性的指向・性自認に関して不安を抱える人も安心して生活することができる社会づくりに向けて，「自分たちに，今，何ができるか。」を具体的に考えることによって，多様性を受け入れ，互いに尊重しようという意欲を高める。
準備するもの　
筆記用具，付箋紙（人数×６枚程度），グループ用台紙（Ａ３程度×グループ数）








	主な学習活動
	留意点等

	１　性的指向・性自認に悩みを抱える人の生きづらさや，どのような思いを抱えているのかを確認する。
２　めあてを確認する。
「多様な性を大切にする社会」をつくるために，自分には何ができるか考えよう。

	○　性的指向・性自認に関して悩みを抱える人の生きづらさには，周りの理解を得られないことが大きいことに気付くことができるようにする。（p.19参照）


	３　性的指向・性自認に関して悩みを抱える人も安心して生活することができるために，「自分たちに，今，できること」を，具体的に考える。
⑴　一人一人自分の考えを付箋紙に書き入れる。
⑵　グループの中で，なぜそのように考えたか，理由を述べながら発表し合う。（それぞれが書いた付箋紙を，Ａ３程度の大きさのグループ用台紙に貼っていく。）
⑶　出された意見を内容ごとにまとめる。
⑷　グループごとにどんな意見が出てきたか発表する。
４　アライについて学習する。（p.10参照）
	○　性的指向・性自認に関して悩みを抱える人も安心して生活することができる社会に向けて，自分たちには何ができるか，どのような「考え方／行動」をすればよいか考えることができるようにする。
○　社会を構成する一人として，身近な学級づくりや学校づくりとも関連させながら，段階的に社会づくりについて考えられるようにする。
○　考えが浮かばない場合は，自分が考えやすいところから書き進めていってもよいことをあらかじめ伝えておく。

	５　まとめをする。　
多様性を受け入れ，互いによさや違いを尊重し合うことを大切にする態度や行動をとる。




６　学習を振り返っての感想を記入し，全体で共有する。　　　　　　　　　　
	◎　「性的指向・性自認」に対して個人を特定したり，揶揄（やゆ）したりするような言動につながらないよう，丁寧に指導するとともに，一緒に考える姿勢を大事にする。


授業のポイント
性的指向・性自認に悩みを抱える人たちの生きづらさを解消するには，周囲の理解が不可欠です。周囲が，多様性の理解を深め，互いに尊重し合うことで，当事者だけでなく，みんなにとって安心して過ごすことができる学校づくりや社会づくりにつながることに気付き，態度や行動につなげていけるようにしましょう。







ワークシート　　　今，自分たちにできること





　　　　　　　　年　　組　　名前（　　　　　　　　　　　　）
	「多様な性を大切にする社会」




今，自分たちにできること


大切にしたい考え方
行動していきたいこと




【個人として】





【学校づくりに向けて】





【社会づくりに向けて】




























【学習を振り返って，思ったことや考えたこと】





人権教育を取り巻く諸情勢について
〜人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕
策定以降の補足資料〜
令和３年から令和６年まで
それぞれの個性や立場を尊重し，互いの違いを認め合う活動や，互いのよさに着目し，伝え合う活動のような自己肯定感を高める取組を継続していきましょう。


